
令和８年度⼀般選抜（前期⽇程） 
個別試験「国語」出題意図 

 
[出題意図] 
1.(配点六〇点) 
 ⼤嶋仁『⽇本⽂化は絶滅するのか』（新潮社、２０２５年）から、記号論を⽤いて⽇本
⽂化の構造を論じている箇所を問題⽂とした。前半での記号論および後半でのこれを⽤い
た⽇本⽂化の基本構造について書かれた⽂章の内容と構成を理解し、⽂中の⽤語や例⽰等
を適切に⽤いて説明することを求める問題を出題した。 
 
2.(配点七〇点) 
 藤垣裕⼦『専⾨知と公共性 科学技術社会論の構築へ向けて』（東京⼤学出版会、２０
０３年）から、専⾨家の知識と公共の意思決定の関係を論じている箇所を問題⽂とした。
専⾨家の知識と公共の意思決定について、⽂章の流れを適切に理解できるかを問う問題を
出題した。また、記載内容を与えられた条件の下で要約することを求める問題を出題し
た。 
 
3.(配点七〇点) 
 ⼤澤津『仕事の正義』（弘⽂堂、２０２５年）から、努⼒を基礎として功績を考える⾒解
について論じている個所を問題⽂とした。同⾒解の内容・同⾒解の問題点についての理解
を問う問題を出題した。具体的には、空欄を埋める問題や、筆者の指摘内容を端的に要約
することを求める問題を出題した。また、⽂中に使われている漢字の知識を試す問題も出
題した。 
 
 
[解答例] 
問題１ 
問⼀ 
漢字は外来⽂明を⽰す記号だ。 
 
問⼆ 略 
 
問三 
①ウ ②エ ③イ ④ア 
 
問四 略 



 
 
問題２ 
問⼀ ④ 
 
問⼆ 略 
 
問三 ③ → ④ → ② → ① 
 
問四 略 
 
 
問題３ 
問⼀ a 諭 b 陥 c 憧 d 需要 e 滞 
 
問⼆ 偶然、社会的利益を実現した場合 
 
問三 略 
 
問四 ㋒ 



問題１　　問題文　５ページ　１３行目

誤　そうでなくても

↓

正　そうでなくとも

一般選抜 （前期日程・後期日程）

問題訂正・補足説明


































